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景観園芸国際シンポジウム

景観園芸国際シンポジウム

これからの世界における
日本の庭園と園芸文化
　わが国の伝統的な庭園や園芸の文化。日本人自身はこれらを「古くさいも
の」と見なし、あまり関心をもたないようになってしまっていました。しかし、こ
れらを「クール！」と評価して訪日してくる年間3000万人近くの観光客の視点
によって、私たちは改めてこれらの日本のアイデンティティとしての価値を再認
識させられようとしています。本シンポジウムでは、海外の著名庭園管理者や
園芸に関する国際研修プログラム終えた日米英の若手園芸家が、各国での学
びを踏まえ、今後のグローバル社会における日本の庭園・園芸文化の意義とそ
の担い手育成の方向性を議論します。

「クール！」な日本庭園と園芸

●基調講演

●パネルディスカッション

〈パネラー〉

ロングウッドガーデンの人材育成と
園芸の国際交流戦略1.
ブライアン・トレイダー氏（ロングウッドガーデン、国際教育部長）

歴史的な園芸とナショナルトラスト2. クリス・チャーマン氏
（ナショナルトラスト、ヒドコートガーデンおよびウエストベリーコートガーデン、
ゼネラルマネージャー）

〈コメンテイター〉 辻本智子（TRIAD プログラム運営委員会委員長[奇跡の星の
  植物館プロデューサー］）

平田富士男〈ファシリテイター〉 （淡路景観園芸学校  国際部長）

〈 開催日時 〉
２０１８年４月２５日(水) 
〈 場所 〉
淡路夢舞台国際会議場アンフィシアター
〈 定員 〉5０名

1.ブライアン・トレイダー（ロングウッドガーデン、前掲）
2.クリス・チャーマン（ナショナルトラスト、前掲)
3.グレゴリー・シャイヴァル
　　　　　　　　　（ロングウッドガーデン、2017年度TRIADプログラム研修生）

5.水野豊隆（㈲豊明園取締役、2017年度TRIADプログラム研修生）
4.ジョシュア・スパークス
　　　　　　　　　（ナショナルトラスト、2017年度TRIADプログラム研修生）13:30～16:00

〈日英 逐次概要通訳〉

（事前申し込み制・裏面記載方法で申し
  込み。定員に達し次第締め切り。）



景観園芸国際シンポジウム

●プログラム

●申し込み方法

これからの世界における
日本の庭園と園芸文化

●参加受付をした方には、「受付票」を返信しますので、当日必ずご持参ください。
●お問い合わせ先： 淡路景観園芸学校国際部　高木伸介　
　TEL：0799-82-3131　FAX：0799-82-3124　
　mail：shinsuke_takagi@awaji.ac.jp

1.

12:30～13:30
13:30

 13:40～14:55

14:55～15:05
15:05～16:00

　　　

16:00

 受付
開会挨拶 美濃伸之 兵庫県立大学大学院緑環境景観マネジメント研究科科長
来賓挨拶 奥原崇 兵庫県まちづくり部長
基調講演

休憩
パネルディスカッション
〈 パネラー 〉

1.ブライアン・トレイダー（ロングウッドガーデン、前掲）
2.クリス・チャーマン（ナショナルトラスト、前掲)
3.グレゴリー・シャイヴァル（ロングウッドガーデン、2017年度TRIADプログラム研修生）
4.ジョシュア・スパークス（ナショナルトラスト、2017年度TRIADプログラム研修生）
5.水野豊隆（ ㈲豊明園取締役、2017年度TRIADプログラム研修生）
〈 コメンテイター 〉
辻本智子（TRIAD プログラム運営委員会委員長 [奇跡の星の植物館プロデューサー]）
〈 ファシリテイター 〉
平田富士男（淡路景観園芸学校  国際部長）

閉会

ロングウッドガーデンの人材育成と園芸の国際交流戦略
ブライアン・トレイダー（ロングウッドガーデン、国際教育部長）

2.歴史的な園芸とナショナルトラストクリス・チャーマン（ナショナルトラスト、ヒドコートガーデンおよび
　　　　　　　　　 ウエストベリーコートガーデン、ゼネラルマネージャー）

下記「参加申込票」に記述のうえ、
淡路景観園芸学校内国際シンポ事務局あて、
４月２０日までにFAXかメールでお申し込み
ください。それ以前でも、定員5０名に達し
次第締め切ります。

• FAX：０７９９-８２-３１２４ 
• mail：alpha@awaji.ac.jp

NO 参加者ご氏名
参加申込票（メールの場合は下記内容を送信してください）

所属 受付票返信先（FAX番号あるいはメールアドレス）

主催：兵庫県立淡路景観園芸学校
共催：TRIAD プログラム運営委員会

〈日英 逐次概要通訳〉


